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わらすっこ（以
い

下
か

「子
こ

ども」といいます。）の皆
み な

さん

おとなの皆
み な

さん

市
し

民
み ん

の皆
み な

さん

　子
こ

どもは、生
う

まれながらにして一
ひ と り

人ひとりがさまざまな個
こ

性
せい

や能
のう

力
りょく

や夢
ゆめ

をもったかけがえのない存
そん

在
ざい

です。一
ひ と り

人の人
ひと

として権
けん

利
り

が
尊
そんちょう

重され、責
せきにん

任ある社
しゃかい

会の一
いちいん

員として周
まわ

りの人
ひと

に大
たい

切
せつ

にされ、愛
あい

さ
れ、信

しんらい

頼される存
そんざい

在です。子
こ

どもは、さまざまな人
ひと

、自
し

然
ぜん

、そして文
ぶ ん か

化
との適

てきせつ

切な関
かか

わりの中
なか

で、その権
けん

利
り

が保
ほしょう

障され、安
あんしん

心して健
すこ

やかに
成
せいちょう

長していくことができます。
　その一

いっぽう

方で子
こ

どもは、自
じ

分
ぶん

の権
けん

利
り

について学
まな

び、気
き

づき、身
み

につけ
ていく中

なか

で、他
ほか

の人
ひと

の権
けん

利
り

を大
たいせつ

切にし、お互
たが

いに権
けん

利
り

を尊
そんちょう

重し合
あ

える
力
ちから

をつけていき、自
じ

分
ぶん

や他
ほか

の人
ひと

の命
いのち

の尊
とうと

さを知
し

ることができるように
支
し

援
えん

されます。

　おとなは、真
しん

に子
こ

どもの視
し

点
てん

を大
たいせつ

切にするとともに、子
こ

ども
にとって最

さいぜん

善の方
ほうほう

法は何
なに

かを常
つね

に考
かんが

え、育
そだ

ちを見
み

守
まも

り、寄
よ

り添
そ

い、支
ささ

えていく責
せき

務
む

を負
お

っています。おとなは、そのような責
せき

務
む

とそれぞれの役
やくわり

割を認
にんしき

識し、子
こ

どもから信
しんらい

頼される存
そんざい

在であ
るように、お互

たが

いに連
れんけい

携し、協
きょうどう

働することが求
もと

められます。

　子
こ

どもは遠
とお

野
の

の宝
たから

であり、希
き

望
ぼう

です。市
し

はこの認
にん

識
しき

のも
と、子

こ
どもの権

けん
利
り

が尊
そん

重
ちょう

され、健
すこ

やかな育
そだ

ちを支
し

援
えん

するま
ちであることを明

あき
らかにし、この「遠

とお
野
の

市
し

わらすっこ条
じょう

例
れい

」
を制

せい
定
てい

します。

わらすっこは
遠
とお

野
の

の宝
たから

であり、希
き

望
ぼう

です。
わらすっこが安

あん

心
しん

して、
健
けん

康
こう

で元
げん

気
き

に育
そだ

ってほしい、
そして未

み

来
らい

の遠
とお

野
の

市
し

を担
にな

ってほしい
という願

ねが

いをこめて、
このみんなの約

やく

束
そく

をつくりました。

前　文
第1章　総則（第1条・第2条）
第2章　子どもの権利（第3条−第7条）
第3章　子どもの権利を保障する責務（第8条−第13条）
第4章　子どもに関する基本的な市の取組（第14条−第18条）
第5章　推進体制の整備（第19条−第21条）
第6章　わらすっこ支援委員会（第22条−第31条）
第7章　雑則（第32条）
附　則

目
も く

　次
じ

条
じょう

例
れ い

制
せ い

定
て い

の趣
し ゅ

旨
し

はじめに
前
ぜ ん

 文
ぶ ん
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　この条
じょう

例
れい

は、児
じ

童
どう

の権
けん

利
り

に関
かん

する条
じょう

約
やく

を基
もと

に
して、子

こ

どもの権
けん

利
り

を守
まも

り、子
こ

どもの成
せい

長
ちょう

を
支
し

援
えん

するしくみなどについて定
さだ

めます。これに
より、市

し

が、子
こ

どもの最
さい

善
ぜん

の利
り

益
えき

を第
だい

一
いち

に考
かんが

え
ながら、子

こ

どもの権
けん

利
り

を保
ほ

障
しょう

することを目
もく

的
てき

と
します。

　この条
じょう

例
れい

において「子
こ

ども」とは、18歳
さい

未
み

満
まん

の
人
ひと

をいいます。ただし、これら
の人

ひと

と同
おな

じように子
こ

どもの
権
けん

利
り

を持
も

つことがふさわ
しいと認

みと

められる人
ひと

も
含
ふく

みます。

　令和元年度、市は、子ども・子育て支援3本柱である「条例・プラン・基金」につい
て、「遠野市わらすっこ条例の一部改正」、「第2次遠野わらすっこプランの策定」、
そして、「わらすっこ基金の新たな仕組みづくり」に取り組みました。
　条例は、プランを理念で支える「遠野市わらすっこ条例」です。基金は、プランを
財源で支える「遠野市わらすっこ基金」です。
　この２つにより、子どもの育成や子育て家庭の支援に対する意識の高揚を図る
とともに、市民の皆様の参加を促し、地域を挙げて「子育てするなら遠野」として、
その環境づくりに取り組んでいこうとするものです。

ライフ
サイクル

社会
地域

保健
医療

家庭
保育

学校
教育

職場
労働

少子化対策・子ども・子育て支援総合計画
－ サイクルプラン・総合的な対応 －

地域
ボランティア
育成支援

多様な
働き方への
支援

住宅
生活環境
への支援

わらすっこ基金・
健全財政5ヵ年計画
（施策を支える財源）

社会地域と
連携

職場環境の
支援

学校教育
と連携

出産に
かかる支援

保健医療
の支援

遠野わらすっこプラン

出生

結婚 成長

出会 就職

支　　援
サイクル

わらすっこ条例・
「子育てするなら遠野」
（市民協働を支える理念）

経済的な支援

保育環境の
充実

総
そ う

　則
そ く

目
も く

　的
て き

［第
だい　　じょう

1条］

定
て い

　義
ぎ

第
だ い 1 章

しょう

“ 子育てするなら遠野 ”第２ステージへ

［第
だい　　じょう

2条］
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　子
こ

どもは、自
じ

分
ぶん

たちに関
かか

わることについて参
さん

加
か

するため、その
年
ねん

齢
れい

及
およ

び発
はっ

達
たつ

に応
おう

じ、主
しゅ

として次
つぎ

に掲
かか

げる権
けん

利
り

が保
ほ

障
しょう

されます。
（1）　自

じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

を表
あらわ

すことができ、その意
い

見
けん

が尊
そん

重
ちょう

される
こと。

（2）　自
じ

分
ぶん

たちに関
かか

わることを決
き

めることについて、自
じ

分
ぶん

た
ちの意

い

見
けん

が反
はん

映
えい

されること。
（3）　意

い

見
けん

を表
あらわ

すために、必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

の提
ていきょう

供及
およ

び支
し

援
えん

が受
う

けられること。
（4）　仲

なか

間
ま

をつくり、仲
なか

間
ま

と集
つど

うこと。

　子
こ

どもは、安
あん

全
ぜん

に安
あん

心
しん

して生
い

きるために、主
しゅ

として次
つぎ

に
掲
かか

げる権
けん

利
り

が保
ほ

障
しょう

されます。
（1）　命

いのち

が守
まも

られ、平
へい

和
わ

で安
あん

全
ぜん

な環
かん

境
きょう

で安
あん

心
しん

して生
い

き
ること。

（2）　かけがえのない存
そん

在
ざい

として愛
あい

情
じょう

と理
り

解
かい

をもって
育
はぐく

まれること。
（3）　健

けん

康
こう

な生
せい

活
かつ

が守
まも

られ、適
てき

切
せつ

な医
い

療
りょう

が受
う

けられる
こと。

（4）　虐
ぎゃく

待
たい

、体
たい

罰
ばつ

、暴
ぼう

力
りょく

、いじめなどを受
う

けないこと。
（5）　あらゆる差

さ

別
べつ

を受
う

けないこと。
（6）　性

せい

的
てき

に不
ふ

当
とう

なあつかいを受
う

けないこと。
（7）　年

ねん

齢
れい

及
およ

び発
はっ

達
たつ

にふさわしい生
せい

活
かつ

ができること。

　この章
しょう

に定
さだ

める権
けん

利
り

は、子
こ

どもにとって特
とく

に大
たい

切
せつ

な
権
けん

利
り

として保
ほ

障
しょう

されます。

　子
こ
どもは、自

じ
分
ぶん
が守
まも
られるために、主

しゅ
として

次
つぎ
に掲
かか
げる権

けん
利
り
が保

ほ
障
しょう
されます。

（1）　プライバシー及
およ
び名
めい
誉
よ
が守
まも
られること。

（2）　信
しん
頼
らい
され、自

じ
分
ぶん
の意

い
思
し
や考
かんが
えが尊

そん
重
ちょう
されること。

（3）　自
じ
分
ぶん
の夢
ゆめ
や希

き
望
ぼう
を自

じ
由
ゆう
に持

も
ち、表

ひょう
明
めい
し、行

こう
動
どう
できること。

（4）　自
じ
分
ぶん
の持

も
っている力

ちから
を発
はっ
揮
き
できること。

（5）　自
じ
分
ぶん
が心
こころ
や体
からだ
に危

き
険
けん
を感
かん
じたときに保

ほ
護
ご
されること。

　子
こ

どもは、豊
ゆた

かに育
そだ

つために、主
しゅ

として次
つぎ

に掲
かか

げる権
けん

利
り

が保
ほ

障
しょう

されます。
（1）　安

あん

心
しん

できる環
かん

境
きょう

で遊
あそ

んだり、休
やす

んだり、のびのび育
そだ

つこと。
（2）　個

こ

性
せい

が認
みと

められ、人
じん

格
かく

が尊
そん

重
ちょう

されること。
（3）　年

ねん

齢
れい

及
およ

び発
はっ

達
たつ

に応
おう

じて学
まな

ぶこと。
（4）　さまざまな人

ひと

、自
し

然
ぜん

とのふれあい及
およ

び多
た

彩
さい

な
	 文

ぶん

化
か

の中
なか

で、共
とも

に生
い

きること。
（5）　多

た

様
よう

化
か

する社
しゃ

会
かい

との関
かか

わりの中
なか

で他
ほか

の人
ひと

と共
とも

に生
い

き、
	 自

じ

立
りつ

していくこと。
（6）　基

き

本
ほん

的
てき

生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

及
およ

び社
しゃ

会
かい

性
せい

を身
み

につけること。

　幸
しあわ

せに育
そ だ

ち生
い

きることができるよう大
た い

切
せ つ

にされること。
　何

な に

か活
か つ

動
ど う

したり、しなかったりすることを自
じ

分
ぶ ん

で選
え ら

べる自
じ

由
ゆ う

。
それらのことを権

け ん

利
り

といいます。
　権

け ん

利
り

は、だれもが生
う

まれたときから平
びょう

等
ど う

に持
も

っています。

　その地
ち

域
い き

（遠
と お

野
の

市
し

）の中
な か

で、みんなで決
き

めた約
や く

束
そ く

。条
じょう

 例
れ い

権
け ん

 利
り

子
こ

どもの権
け ん

利
り

権
け ん

利
り

子
こ

どもの権
け ん

利
り

の保
ほ

障
しょう

安
あ ん

全
ぜ ん

に安
あ ん

心
し ん

して生
い

きる権
け ん

利
り

豊
ゆ た

かに育
そ だ

つ権
け ん

利
り

自
じ

分
ぶ ん

が守
ま も

られる権
け ん

利
り

参
さ ん

加
か

する権
け ん

利
り

私
わたし

たちの権
けん

利
り

第
だ い 2 章

しょう

［第
だい

3条
じょう

］

［第
だい

4条
じょう

］

［第
だい

5条
じょう

］

［第
だい

6条
じょう

］

［第
だい

7条
じょう

］
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地 域

家 庭

事業所

学校や
施設

遠野市

保護者は、子どもの健やかな成長及び権利の保障にとって家庭が果
たす役割を認識するとともに、その第一義的な責任を有することを
自覚し、子どもを虐待及び体罰せず守り育てなければなりません。

保護者は、子どもに愛情を持って接し、子どもが基本的な生活習慣、
社会規範及び道徳観を身に付けることができるよう努めなければな
りません。

保護者は、子どもにとっての最善の利益を考慮し、子どもの年齢及
び発達に応じた養育に努めなければなりません。

地域住民等は、地域のさまざまな人、自然及び文化との関わりの中で、
子どもの豊かな人間性が育まれることを認識し、子どもが健やかに育
つよう子どもの支援に努めなければなりません。

地域住民等は、虐待及び体罰を受けたと思われる子どもを発見したと
きは通告し、暴力、犯罪などから子どもを守るため、安全で安心な地域
づくりに努めなければなりません。

地域住民等は、子どもが地域社会の一員であることを認識し、子どもとともに地域活動を行うよう努めな
ければなりません。

地域住民等は、子どもの豊かな成長を支えるため、地域と学校等の連携、協働による学校経営に参画する
よう努めなければなりません。

地域住民等は、次世代に残すべき子育てに係る知恵と工夫の伝承に努めなければなりません。

学校等関係者は、子どもが主体的に育ち、及び学ぶ環境づくりに努めなければなりません。

学校等関係者は、子どもの身近にいるおとなであることを自覚し、虐待、体罰、いじめなどか
ら子どもを守るため、関係者及び関係機関と連携し解決にあたるよう努めなければなりま
せん。

学校等関係者は、関係者及び関係機関と連携を図りながら、不登校などについて適切な対
応に努めなければなりません。

学校等関係者は、子どもの育ち及び学びに関する情報の提供に努めるとともに、説明責任
を果たすよう努めなければなりません。

学校等関係者は、子どもが子どもの権利について理解し、意見を表明する機会を設け、又は
支援に努めなければなりません。

事業者は、子どもの育ちに与える影響の大きさを認識した
事業活動を行うとともに、若年層の就労支援、従業員に対
する人材育成及び社会人としての教育に努めなければなり
ません。

事業者は、子育て期の従業員が仕事と子育てを両立するこ
とができる職場環境を整えるなど、働き方改革の推進に努
めなければなりません。

事業者は、子育て期の従業員が、その子どもと十分触れ合
うことができる環境づくりに配慮するとともに、学校等が行
う職場体験学習など、子どもの育成に関する活動に協力す
るよう努めなければなりません。

市は、子どもの権利を保障するため、子どもにとっての最善の利益を
考慮し、子どもに関する取組を推進しなければなりません。

市は、子どもの権利を保障し、子どもを支援するため、保護者、地域住
民等、学校等関係者及び事業者がそれぞれの責務を全うするよう、保
健、福祉、医療、教育その他のあらゆる分野において、必要な支援及び
総合調整を図らなければなりません。

市は、国、県及び子どもに関わる関係機関と相互に連携し、及び協働
しなければなりません。

市は、子どもに関する取組を実施するため、財政上の措置その他必要
な措置を講じなければなりません。

子どもたち
他の人の権利を尊重し、
命の尊さを知ることが

できます。

子
こ

どもの権
け ん

利
り

を保
ほ

障
しょう

する責
せ き

務
む

共通の責務 ［第8条］

学校等関係者の責務 ［第11条］

保護者の責務 ［第9条］

地域住民等の責務 ［第10条］

市の責務 ［第13条］

事業者の責務 ［第12条］

1

1

1

2

2

3

3

4

5

2

3

1

1

2

3

4

2

3

1

2

3

4

5

保護者、地域住民等、学校等関係者、事業者及び市は、子どもの権利を保障するため、相互に連携し、及び
協働するとともに、次に掲げる支援を行うよう努めなければなりません。
（1）　子どもが他の人の権利を尊重し、責任ある社会の一員として育つために必要な支援
（2）　保護者が子どもの養育及び発達に関する第一義的な責任を果たすために必要な支援
（3）　子どもと誠実に向き合い子どものよさを見つけてほめることで、子どもが
     自信及び誇りを持ち、自分を見つめ、生きる力を養うために必要な支援

保護者、地域住民等及び学校等関係者は、子どもに対し虐待、体罰及び暴力
をしてはなりません。

保護者、地域住民等、学校等関係者、事業者及び市は、事故、災害等の未然
防止を図り、子どもの安全確保に努めなければなりません。
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　委員の任期は２年とし、再任を妨げません。ただし、
補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とします。

１ 　委員会に委員長及び副委員長１人を置き、委員
の互選によりこれを定めます。

２　 委員長は、会務を総理し、委員会を代表します。
３　 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があ
るときは、その職務を代理します。

１　 委員会の会議は、委員長が招集し、その議長とな
ります。

２　 委員会は、委員の過半数が出席しなければ、会議
を開くことができません。

３　 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否
同数のときは、議長の決するところによります。

　委員会は、必要があると認めるときは、関係者の出
席を求め、その説明又は意見を聴くことができます。

　委員会の庶務は、子育て応援部において処理し
ます。

　子どもの権利の保障を推進し、子どもに関する施策
の充実を図るため、遠野市わらすっこ支援委員会（以下
「委員会」といいます。）を置きます。

　委員会の所掌事務は、次に掲げる事項とします。
（1）　子ども・子育て支援法（平成24年法律第65

号）第77条第１項各号に掲げる事務を処理す
ること。

（2）　子どもに関する市の施策の充実に必要な事
項を調査審議すること。

１　 委員会は、子どもに関する施策に関し、必要があ
ると認めるときは、市長その他の執行機関（以下「市
長等」といいます。）に対し提言をすることができま
す。

２　 市長等は、委員会の提言を尊重し、必要な措置を
講ずるものとします。

１　 委員会は、委員15人以内をもって組織します。
２　 委員は、人権、教育、福祉その他子どもの権利に
関わる分野において識見を有する者及び市民のう
ちから市長が委嘱します。
　

　委員は、職務上知り得た情報を漏らしてはなりませ
ん。その職を退いた後も、同様とします。

わらすっこ支
し

援
え ん

委
い

員
い ん

会
か い

雑
ざ っ

 則
そ く

　市は、この条例及び子どもの権利について、市民
の関心及び理解を深めるため、分かりやすく広めるな
ど、広報活動を行います。

　市は、保護者、地域住民等、学校等関係者及び関係
機関と連携し、及び協働し、虐待、体罰、いじめなどの
防止、相談及び救済のために必要な措置を講じます。

　市は、子どもの健やかな育ちを支援するため、保護
者、地域住民等、学校等関係者及び事業者と連携し、
及び協働し、次に掲げる取組を行うよう努めます。
（1）　子どもが安全に安心して過ごすことができ

るための居場所づくりを進めること。
（2）　子どもが自然及び地域社会とのふれあいの

中で豊かに育つことができるための遊び及び
体験の場づくりを進めること。

（3）　子どもが多様化する社会においてもそれぞ
れが認められ、他の人と共生し、責任ある社会
の一員として自立できるよう支援すること。

　市は、子どもの主体性を大切にしながら、社会参加
などの促進が図られるよう必要な支援を行います。

1	　市は、保護者が子どもを育てるにあたり、必要
に応じて経済的、社会的支援を行うとともに、保護
者、地域住民等、学校等関係者及び事業者と連携
し、及び協働し、支援体制の充実に努めます。
2	　市は、子育てに関して困難を抱えている家庭の
把握に努めるとともに、その状況に配慮したきめ細
かな支援を行います。

1	　市は、子どもに関する取組を総合的かつ計画的
に実施するための基本となる計画（以下「推進計
画」といいます。）を策定します。
2	　市は、推進計画を策定するときは、この条例の
趣旨に基づき、子どもを含めた市民から意見等を
求め、その反映に努めます。
3	　市は、推進計画を策定したときは、分かりやすく
公表します。

　この条例の施行に必要なことがらは、市長そ
の他の執行機関が定めます。

この条例は、平成21年4月１日から施行します。
　　附　則（平成25年9月27日 条例第22号）
この条例は、平成25年10月１日から施行します。
　　附　則（平成29年12月12日 条例第23号）
この条例は、平成30年4月１日から施行します。
　　附　則（令和元年12月13日 条例第50号）
この条例は、令和2年4月１日から施行します。

1　 市は、推進計画に基づいて実施した取組の結果
について評価します。
2　 市は、前項の評価について、分かりやすく、速や
かに公表します。

　市は、子どもに関する取組を総合的かつ計画的に
実施するため、総合的な推進体制を整備します。

子どもの権利の普及 ［第14条］ わらすっこ支援委員会の設置 ［第22条］ 任　　期 ［第27条］

委員会の所掌事務 ［第23条］
委員長及び副委員長 ［第28条］

会　　議 ［第29条］

関係者の出席 ［第30条］

庶　　務 ［第31条］

提言及びこれに対する措置 ［第24条］

組　　織 ［第25条］

委員の責務 ［第26条］

委　　任 ［第32条］

虐待、体罰、いじめなどの防止及び救済 ［第15条］

子どもの参画活動の促進 ［第17条］

子育て家庭の支援 ［第18条］

子どもの育ちの支援 ［第16条］

子
こ

どもに関
か ん

する基
き

本
ほ ん

的
て き

な市
し

の取
と り

組
く み

推
す い

進
し ん

体
た い

制
せ い

の整
せ い

備
び

附
ふ

 則
そ く推進計画の策定 ［第19条］ 評　　価 ［第20条］

推進体制 ［第21条］
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